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その間の大正 11（1922）年から大正 14（1925）年 11 月
まで体育学会 8）の主事として雑誌『體育と競技』の編









　大西要校長は，明治 30（1897）年 2 月 2 日に兵庫県























































　飯塚晶山は，1885（明治 18）年 1月 28 日，島根県出
雲市に生まれ，1903（明治 36）年 3 月に島根県立第三
中学校を卒業，翌 1904（明治 37）年 9 月に日本体育会
体操学校高等本科に入学している．入学当時の日本体育
会体操学校校長は『體育原理』の著者，高島平三郎であ
った．1905（明治 38 年）年 12 月に同校を卒業して，翌
1906（明治 39）年 3 月に母校の島根県立第三中学校に
助教諭として赴任，勤務している．1911（明治 44）年 6
























































































































































































































山が卒業したすぐ後に數川が学んでいる．1916 年 4 月
から 1920 年 3 月まで畠山が山形県で中学校教諭をして
いる間に，數川は師範を卒業し，石川県の師範学校の教
























実際家に訴ふ―」（雑誌『體育と競技』第 1 巻第 5 号，
1922 年，2-8 頁），「本當の體育法とは（二）―地方體育
研究所の設立を提唱して當局者及実際家に訴ふ―」（雑





























戦前に発刊された畠山の『體育論』（1923 年 8 月）と
彼の活動歴を調べるうちに，彼が戦前の体育哲学に関す
る議論に大きく関わっているのではと考え，同時代に体
育哲学に関する論考を発表している 4人と比較考察し
た．その結果，畠山は，近代日本における体育哲学議論
に大きく関わっており，他の 4人ともお互いに影響し合
いながら論考を発表していたことが判明した．その一人
畠山の体育哲学議論は次の 3つである．
（1）価値創造としての体育
　畠山は，体育によって生まれる価値の分類を，一，科
学的真，二，道徳的善，三，宗教的信，四，芸術的美，五，
実利的利の 5つとした．
（2）健全の原理
畠山は，体育は人間の「健全」に貢献できると述べ，そ
の原理（根本の考え方）について説明している．そして，
健全の内容については，一，自然性を保有しなければな
ら，二，強壮でなければならぬ，三，自律的でなければ
ならぬ，四，芸術的でなければならぬ，五，実際的でな
ければならぬ，の 5つがあるとした．
（3）体育理想の建設へ
　畠山は，体育理想実現のために哲学が必要であること
を説いた．
　今後の課題としては，畠山と同時代に活躍した人物と，
畠山が実際学問的な交流がどのくらいあったかを調べる
ことと，畠山が『體育論』の余論で述べた「個性教育と
しての体育」と「社会体育の為に」などの体育哲学議論
をさらに考察研究して，戦前の体育哲学が戦後の体育哲
学と関係しているかどうか，もし繋がりがあるとしたら
どのように繋がっていったのかなどを検証していくこと
である．
　戦前体育哲学に関する論考が多く出た時期は，『日本
體育』，『體育と競技』，『國民體育』など多くの雑誌が同
時に刊行されていた時期と重なり，体育哲学に関する議
論がそれらの誌上で活発に行われていたと考えるが，筆
者はそれらの雑誌に発表された体育哲学の論考をさらに
みつけ，その内容を考察研究することで，戦前から戦後
の体育哲学の流れを明るみにすることを今後の課題とし
たい．
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